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降誕節第 6 主日 説教 「深き淵にて」要旨 
                           牧師 黒田直人 

日本キリスト教団藤沢教会 2024 年 2 月 4 日  

イザヤ書 58:6-10

 藤沢教会がこの地に設立されたのは、今

から 106 年前の 1918 年、大正 7年２月７

日のことでした。ただ、当然ではあります

が、その当時のことを直接見聞きした者は

私たちの中には一人もおりません。しか

し、教会設立式の様子を知っている者がこ

の場にはいなかったとしても、同じ信仰に

生きているのが私たち藤沢教会であるので

す。なぜなら、使徒パウロがコリント教会

の人々に向かって「あなたがたは、キリス

トが私たちを用いてお書きになった手紙と

して公にされています。墨ではなく活ける

神の霊によって、石の板ではなく、人の心

の板に書き付けられた手紙です」と語るよ

うに、キリストを証しすべく歩む私たち

は、当時も今も、同じようにこの地に御言

葉を刻み続ける者でもあるからです。従っ

て、私たちが毎年創立記念礼拝を献げると

いうことは、そういう意味で信仰の原点に

立ち帰って、自らのその使命を確認するこ

とでもあるのでしょう。ただし、先達とそ

の志を一つにしつつも、すべてにおいて、

私たちは同じであるわけではありません。 

 使徒パウロがローマの教会の人々に向か

って、「私たちは知っているのです。苦難

は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生

むということを」と語るように、私たち藤

沢教会が 106 年の歴史を有しているという

ことは、つまりは、今日を生きる私たちに

は、それだけ希望が蓄積されているという

ことです。従って、106 年前の人々よりも

私たちの方が、御言葉の語るこの希望をよ

り強く思うことができ、それゆえ、私たち

藤沢教会にとっての 106 年の歩みとは、去

年よりも今年、今年よりも来年といった具

合に、希望を強くするための歩みであった

ということです。ですから、この希望は、

創立記念日を迎えたこの日だけに限って与

えられているものではありません。365

日、私たちの頭の上に燦々と輝き続けてい

るのが御言葉が語り、また、私たちに与え

られているこの希望でもあるのです。しか

し、私たちは普段の生活において、どこま

でそれを意識しているのでしょうか。私た

ちの心の内にあることは、むしろそれとは

反対ということはないでしょうか。しか

し、そう思うことには一理あるようにも思

うのです。それは、コロナ下以降、あらゆ

る面で、教会はそれまでとはまったく異な

る様相を呈するようになったからです。そ

して、それは、私たち藤沢教会だけに限っ

てのことではありません。 

 日本キリスト教団が出している「教団年

鑑」という本がありますが、そこには、各

教会より報告された前年の実情が、つま

り、牧師、役員の氏名に加えて、会員数、

諸集会の出席者数、財政状況などのデータ

が記載されています。そして、そこで報告

された昨年度の実績は惨憺たるものがあり

ました。しかし、そうした中で、私たち藤

沢教会はよく持ちこたえているとも言える

のですが、ただ、他と比べ、数字の上で多

少上回っていたとしても、日本基督教団の

全教会が同じ状況にあるのは間違いありま

せん。そして、それは、日本基督教団だけ

のことではなく、カトリック然り、聖公会

然り、ルーテル教会然り、福音派然り、日

本のキリスト教会のほぼすべてが同じ状況

に置かれているのです。ですから、昨年の

ことありますが、福音派の神学校である東

京基督教大学がある一つの見解を示したの

です。それは、日本のキリスト教が停滞期

から衰退期に入ったというものであります

が、それについては、恐らくは、内部的に

も相当議論があったはずです。ですから、

その勇気に敬意を表したいと思うのです

が、ただ、この見解は、それだけにまた日

本中の教会に大きな衝撃を与えることとな

りました。それは、私たちが衰退を認めざ

るをえない状況にあるということは、つま

りは、従来の手法を用いるだけでは、今の

この状況は打開できないということを意味

しているからです。 

 従って、このような状況の中で、去年よ

りも今年、今年よりも来年と、右肩上がり

に希望が増し加わっていると語ることは現

状をまったく顧みない、愚か者の所業だと

も言えるのでしょう。では、これを聞いて
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皆さんはどう思ったのでしょうか。その通

りと思うのか、はたまた、いや違うと思う

のか、いかがでしょうか。ただ、その通り

と思っても、いや、違うと思っても、ただ

思っているだけでは、それで何かが大きく

変わることはありません。変わるために

は、実際に行動に移すしかないのですが、

事実、去年より今年、今年よりも来年と、

戦後、私たちの国においてキリスト教会が

右肩上がりにその数を増やしてきたのは、

私たちが神様のご委託に応え、実際に行動

してきたからでもありました。つまり、御

言葉を信じ、御言葉に生きた結果として今

があるということでもありますが、それ

は、まさに、この日、私たちに与えられて

いる御言葉を私たち藤沢教会が、また、私

たちだけでなく、焦土と化したこの日本と

いう国を再建しようと御言葉を信じ生きた

大勢の主にある兄弟姉妹が、この日の御言

葉を大切に大切に毎日を生きてきたから、

今あるのは、間違いなくそれゆえのことで

もあったのです。 

 ところが、1990 年頃にピークを迎えて

以降、日本基督教団の教勢は緩やかに下降

線を辿り、そして、日本のキリスト教会全

体が軌を一にするかのように衰退期を迎え

たわけです。ですから、当然のことではあ

りますが、私たちは沈みゆくのを座して見

つめているわけには参りません。この状況

を変えるべく、何かをしなければならな

い、そして、それが伝道ということでもあ

るのですが、ただ、日本のキリスト教会が

一丸となって伝道を推進した結果として今

この時がある、一方ではそれも確かなこと

であるのです。では、そうなったのは私た

ちの努力が足りなかったからなのか、もち

ろん、そうではありません。なぜなら、惜

しみなく自らを献げ続けてきたのが日本の

キリスト教会であったのは間違いのないこ

とだからです。しかし、それだけにまた、

停滞から衰退というこの言葉は、日本中の

教会に衝撃を与えることになったのです。

しかし、このことは、ここ 20 年来、私た

ちが薄々感じていることでもありました。 

 二千年期に入り、伝道献身者の数は毎年

減り続け、それに反比例するかのように、

神学生の平均年齢は大きく引き上げられる

こととなりました。その結果、教会の将来

を担う次の世代の活躍の幅が確実に狭まっ

てきているのは皆さんもご存知のことと思

います。しかし、この日、私が、去年より

今年、今年よりも来年と、御言葉が語る希

望が増し加わっていると皆さんに申し上げ

ているのは、日本のキリスト教会が抱えて

いる今のこの困難な状況を打開すべく、何

を変えなければならないと、そう申し上げ

たいからではありません。キリスト教会に

限らず、私たちの国において宗教を取り巻

く環境が著しく悪化しているのは言を俟つ

までもありません。しかし、そのような状

況下で、カルトと肩を並べ、なり振り構わ

ずに信徒獲得競争に名乗りを上げることが

私たちのすることでもありません。むし

ろ、そういうところからは、あえて距離を

置くのが私たちの立ち位置だと考えます。

しかし、だから、何もせず、黙ってじっと

座っていればいいのかというと、そうでは

ありません。この状況の中で、私たちは間

違いなく変わる必要があるのです。では、

私たちはどう変わるべきなのか、そのため

に求められていることが、去年よりも今

年、今年よりも来年と、希望は増し加えら

れていっているとの感覚を持つことです。

ところが、それについては、いささか心許

ないと、もしかしたら、それが皆さんの率

直な思いなのではないでしょうか。なぜな

ら、数字がすべてを物語っている以上、希

望が増し加えられていると語ることは、誤

魔化しであり、偽りであるとも言えるから

です。けれども、御言葉の語る希望とは、

数字で言い表せるものなのでしょうか。も

し、数字だけがすべてであるとしたら、希

望というこの言葉は、私たちも冷ややかに

受け止めざるをえないのですが、けれど

も、そうではないことを私たちに伝えてく

れているのが御言葉であり、私たちに与え

られている福音でもあるのです。なぜな

ら、イエス様の十字架と復活の出来事につ

いてを数字で評価することはできないから

です。 

 ですから、御言葉が私たちに伝える希望

というこの言葉を、私たちがもし、数の上

でのこととしてのみ理解しているのだとし

たら、変えるべきは、その意識、考え方そ

のものでもあるのでしょう。なぜなら、神

様が与えられる希望とは、数字で表し、そ
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の数字をあれこれ評価するものではなく、

むしろ、そのような人の手垢に染まること

を神様が良しとされてはいないものだから

です。ただし、だから、私たちが数字を用

いてはならないということではありませ

ん。数字に一喜一憂し、数字に左右される

ということはつまり、私たちが数字を拝ん

でいるに等しいことであり、言ってしまえ

ば、数字という偶像を拝むに等しいことで

もあるからです。しかし、その一方で、私

たちの足下は危うさを増しても言っている

のも確かなわけです。そして、私たちの信

仰とは、やせ我慢することでもなく、ま

た、空元気でいることでもなく、この危う

さに寄り添ってくださるイエス様のことを

実際に見つめるものである以上、その私た

ちを具体的に励まし、支えてくださること

がなければ、そもそものところで信仰が成

り立つこともありません。ですから、この

神様の助けを私たちは待ち望み、実際に手

にする必要があるのですが、では、この神

様からの助けというものは、私たちにとっ

てはまったく未経験なものなのでしょう

か。 

 この日の御言葉の少し前で、御言葉が

「私はあなたを僕として、ヤコブの諸部族

を立ち上がらせ、イスラエルの残りの者を

連れ帰らせる。だがそれにもまして、私は

あなたを国々の光とし、私の救いを地の果

てまでもたらす者とする。」と語ったの

は、バビロン捕囚の最中に置かれたイスラ

エルの人々に対してでありました。ただ、

人々がこの言葉を耳にしたのはいつなの

か、それは、事が成る以前のことでありま

した。つまり、それは、到底希望と呼べる

代物ではなかったということです。ところ

が、このお言葉の通りに、神様はイスラエ

ルを解放し、乳と蜜の流れる地、エルサレ

ムへと人々を連れ帰ってくださったので

す。しかし、50 年をへて戻った故国は、

すべてが荒れ果て、しかも、彼らにとって

の精神的柱であった神殿はその形すら留め

てはいなかったのです。それだけではあり

ません。夢にまで見た故国での生活を始め

るためには、すべてのことを一から、い

や、ゼロから始めなければならなかったの

です。そして、その彼らに対して、神様が

先ず求めたことが、安息日を守ることと神

殿の再建であったのです。 

 そこで、彼らはこの神様の御心に懸命に

応えようとしました。そして、紀元前 515

年に第２神殿は完成し、こうして、彼らは

神様の御前にあって面目を施すことになっ

たのです。そして、この日の御言葉は、そ

んな彼らに向かって語られたものでもあり

ますが、そこで御言葉はこう語ります。

「私の選ぶ断食はこれではないか。悪によ

る束縛を断ち、軛の結び目をほどいて、虐

げられたひとを解放し、軛をことごとく折

ること。更に、飢えた人にあなたのパンを

裂き与え、さ迷う貧しい人を家に招き入

れ、裸の人に会えば衣を着せかけ、同胞に

助けを惜しまないこと。」と。つまり、そ

の信仰の体裁は整えられたとしても、それ

は、実の伴わないものであったということ

です。なぜなら、そこかしこにあるもの

は、虐げられた者、飢えに苦しむ者、貧し

さに喘ぐ者の姿であったからです。 

 こうしてイスラエルは神様の御心からは

大きく外れることになったわけですが、恐

らく、この状況の中で希望を語ることは虚

しいばかりのものであったのでしょう。で

すから、衰退期を迎え、足下に火がついて

いる私たちにとっても、それは他人事では

ありません。しかし、それにしても不思議

なことは、神の民にとっては、不利益な情

報でしかないこの情報をイスラエルがどう

して後世に残そうとしたのかということで

もありますが、それは、彼らがそこに信仰

の原点を見たからです。そして、この原点

とは、8節に「あなたの正義があなたを先

導し、主の栄光があなたのしんがりを守

る」とあるように、信仰に生きる民を、信

仰に生きるがゆえに神様が見捨てずに守っ

てくださっているというこの経験です。ま

ただから、彼らは、神様が先になって、後

になって守り導いてくださっているとの思

いを強めることになったのですが、御言葉

は、彼らのその気持ちを「あなたが呼べば

主は答え、あなたが叫べば『わたしはここ

にいる』と言われる」とのこの言葉をもっ

て語るのです。そして、そこから明らかに

されることは、神様とイスラエル、神様と

私たちの関係性とはそのように近いという

ことでもありますが、それゆえ、希望と

は、この神様と私たちとの関係性の近さに
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よってもたらされるものであるのです。 

 従って、この近さを去年よりも今年、今

年よりも来年と、日々積み重ねながら歩ん

でいるのが、こうして御言葉に聞いている

私たちでありますが、ですから、その私た

ちにとって、希望の光は１０６年前と比べ

て、その時よりももっと大きくなっている

はずなのです。それは、この１００年あま

りを振り返れば分かるように、私たちがこ

うして途絶えることなく歩み通せたこと自

体が、そのことを物語ってもいるとも言え

るからです。ただ、私たちがそう言えるの

は、私たちのこの１００年余りの歩みに何

一つ陰りがなかったからではありません。

「藤沢教会百年史」をご覧いただければ明

らかなように、そこには伏せておきたい内

容が記されております。しかし、それは、

この日の御言葉にもあるように、私たちだ

けではありません。イスラエルもそうでし

たし、世にある教会のすべてがそうなので

す。けれども、それでも神様を信じ信頼し

て歩み続けてきたのが私たち主を信じる群

れなのです。そして、私たちにそれを可能

とさせたのは、私たちが深き淵に立ち続け

ることを止めることがなかったからです。

ですから、藤沢教会の教会あり方、その信

仰のあり方とは、この深き淵に現されてい

るとも言えるのですが、まただから、神様

は、その私たちに向かって「あなたの光

は、闇の中に輝き出で、あなたを包む闇

は、真昼のようになる」と語るのです。 

 しかし、この御言葉の語るところはどう

いうことなのでしょうか。それは、だか

ら、私たちがその信仰をもって輝かなけれ

ばならないということではありません。バ

ビロン捕囚後のイスラエルのように、自ら

の力で自らを輝かせようとする試みは、時

に失敗に終わることが多いからです。けれ

ども、そのような中で養われてきたものが

御言葉の語る信仰であり、神体験でありま

した。ですから、私たちは自らを輝かせよ

うと、あくせくする必要はありません。御

言葉を信じ信頼しつつ、深き淵に佇むしか

ない私たちのことを、神ご自身が必ず輝か

せてくださるのです。なぜなら、私たち

は、神の時間を生きているからです。 

 それゆえ、神の時間を生きる私たちは、

時の流れの中で消え失せていくようなもの

ではありません。私たちの生きる神の時間

とは、神の恵みが実を結ぶ時間であり、神

の恵みの中で私たちが成長していく時間で

あるのです。だから、そういう意味で、虚

勢を張る必要はありません。ただ、うっか

りすると私たちは、自分が大きく目立つ看

板になることが私たちの信仰だと、そう勘

違いしてしまうことがあるのです。けれど

も、神様の時間を生きるということは、私

というものを大きく大きく見せようとする

ことではなく、非力な自らを見つめつつ、

そこに働きかける大きな力を感じ、日々歩

み続けることなのです。そして、その私た

ちを包み、また覆ってくださっているが私

たちの主イエス様というお方なのです。で

すから、闇が深まれば深まるほど、私たち

が小さく小さくなればなるほど、イエス様

は私たちの中で大きく大きく輝き、その私

たちをして世を照らし出してくださるので

す。神の時間に生きる私たちとは、そのよ

うに神様に生かされ、また用いられている

ものなのです。このことはつまり、暗い現

実を乗り越える希望の世界に、あるいは、

そのような希望あふれる時間を、教会とい

う小さな群れは生きているということで

す。そして、今も、そして、これからも、

それが私たちを通して続いていくことなの

です。それは、主なる神様が、イエス様が

私たちのすぐ近くに共にいてくださってい

るからです。ですから、106 年前の人々と

比べて、この思いを大きくしてきたのが私

たちであり、それゆえ、希望は私たちの中

で確実に大きくなっているのです。そし

て、それが「主が共にいます」ということ

であり、ここに置かれているものが私たち

の信仰の原点であるのです。従って、この

私たちの原点にしっかりと立ち、これから

も関わるすべての人々と主の愛を分かち合

い続ける私たちでありたいと思います。祈

りましょう。 
 


